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第17号

　

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
自
治
連
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
誠
心
誠
意
を
銘
と
し
て
最
善
を
尽
く
す
覚
悟

で
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
経
済
不
況
の
進
展
は
地
域
の
自
治
会
運
営

に
も
影
響
を
与
え
、
諸
課
題
の
解
決
等
に
も
公
助
は
薄
く
、

共
助
・
自
助
な
く
し
て
は
実
現
不
可
能
な
状
況
と
な
り
、
こ

れ
ら
を
束
ね
る
地
域
自
治
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
強
化
の
た
め
に
も
地
区
住
民
の
協
力
が
必
要
で
あ

り
、
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
担
う
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

の
活
動
と
併
せ
て
推
進
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
り
成
果
が
あ

が
る
と
思
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
も
「
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い
、
だ
れ
も
が
暮
ら

し
た
く
な
る
鳥
取
市
」
を
目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会
　
　
　
　
　

会 
長
　
渡
邊
勘
治
郎

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
は
、
平
成

二
十
六
年
五
月
十
六
日
と
り
ぎ
ん

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

各
地
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
議
員

百
二
十
六
名
の
出
席
の
も
と
平
成

二
十
六
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
講
演
会
で
は

深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
か
ら
「
い
つ

ま
で
も
暮
ら
し
た
い
、
だ
れ
も
が

暮
ら
し
た
く
な
る
、
自
信
と

誇
り
・
夢
と
希
望
に
満
ち
た

鳥
取
市
」
と
題
し
て
、
鳥
取

市
政
の
展
望
に
つ
い
て
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
池
原
範
雄
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た

後
、
永
年
に
わ
た
り
町
内
会

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
四
十

七
名
の
方
々
に
対
し
、
深
澤

市
長
、
池
原
会
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
及
び
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
深
澤
市
長
及
び

湯
口
鳥
取
市
議
会
議

長
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
後
、
議
案
の
審
議

に
入
り
、
以
下
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
二
十
五
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
報

告
、
監
査
報
告

・
平
成
二
十
六
年
度
事
業

計
画（
案
）及
び
収
支
予

算（
案
）

・
結
成
四
十
周
年
記
念
事

業
計
画（
案
）及
び
収
支

予
算（
案
）

・
役
員
の
承
認

監
　
事

監
　
事

監
　
事

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会
　
長
新
　 

役 

　
員

下
　
澤
　
理
　
如

岡
　
田
　
一
　
壽

大
　
西
　
隆
　
秀

村
　
上
　
誘
　
子

竹
　
森
　
貞
　
美

村
　
山
　
洋
　
一

南
　
部
　
　
　
敏

房
　
安
　
一
　
也

渡
　
邊
　
勘
治
郎

平
成
二
十
六
年
度

定
期
総
会
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い
。」
と
、
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
村
山
委
員
長
が
記
念
事
業
の
経
過

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
委
員
会
の
経
過
を
別
記
）

　

記
念
講
演
会
で
は
、
鳥
取
大
学
地
域
学
部

地
域
政
策
学
科
准
教
授 

塩
沢
健
一
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
、『
被
災
地
の
復
興
を
支
え

た
「
顔
の
見
え
る
関
係
」 
―
日
頃
か
ら
の

　

鳥
取
市
自
治
連
合
会
結
成
四
十
周
年
記
念

式
典
は
、
七
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
を

結成40周年記念事業特別委員会
年 月 日 会 議 名 協　議　内　容

㉕年７月㉖日 第１回委員会 委員長・副委員長の互選
事業計画（案）

　　８月㉘日 第２回委員会 式典、感謝状贈呈基準（案）
小委員会、記念誌内容

㉖年１月⓮日 第３回委員会 記念誌印刷業者選定、編集作業

　　３月７日 第４回委員会 式典内容、記念誌贈呈先

　　５月８日 第５回委員会 式典役割分担、講演会講師

　　６月㉔日 第６回委員会 式典、運営・進行

「
つ
な
が
り
」
が
も
た
ら
す
も
の
―
』
を

テ
ー
マ
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
房
安
副
会

長
が
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
中
尾

副
委
員
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
六
月
か

ら
記
念
誌
「
四
十
年
の
あ
ゆ
み
」
発
刊
及
び

記
念
式
典
か
ら
な
る
本
事
業
の
準
備
・
実
施

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
委
員
・
関
係

者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
式
典
の
概

要
報
告
と
し
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会

　
　

結
成
四
十
周
年
記
念
式
典

会
場
と
し
て
、
当
会
加
盟
四
十
一
地
区
の
町

内
会
関
係
者
約
百
八
十
名
が
集
い
、
鳥
取
県

副
知
事
、
鳥
取
市
長
、
鳥
取
市
議
会
議
長
、

第
六
代
自
治
連
会
長 

森
西
辰
良
氏

及
び
第
七
代
自
治
連
会
長 

池
原
範

雄
氏
ご
臨
席
の
も
と
、
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
結
成
四
十
周
年
記
念
事

業
特
別
委
員
会
、
中
尾
副
委
員
長
の

開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
渡
邊
自

治
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
次
い
で
、

結
成
四
十
周
年
特
別
功
労
表
彰
に
移

り
、
住
民
自
治
の
振
興
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
五
十
八
名
の
方
々
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
林
副
知
事
、
深
澤
市

長
、
湯
口
市
議
会
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
お
祝
い
の
お
こ
と
ば
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
池
原
範
雄
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
、
そ
の
中
で
「
先
人
の
住
民
自
治

へ
の
情
熱
が
連
綿
と
引
き
継
が
れ
る

限
り
、
自
治
連
の
未
来
に
限
り
は
な
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施
設
を
建
設
し
て
は
」
と
の
住
民
意
見
を
具

体
化
す
る
こ
と
が
始
ま
り
ま
し
た
。
多
額
の

建
設
費
負
担
金
・
維
持
管
理
方
法
等
に
つ
い

て
厳
し
い
反
対
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市

補
助
制
度
を
活
用
し
、
総
事
業
費
の
半
額
を

集
落
が
負
担
す
る
こ
と
で
「
何
と
か
し
て
村

の
活
性
化
を
は
か
ろ
う
」
と
決
議
さ
れ
、
平

成
二
十
四
年
十
月
に
、
じ
げ
の
お
休
み
処

『
雨
滝
：
瀧
の
傘
』
が
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び

に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
週
土
・
日
曜
日
の
み
の
開
店
で
す
が
、

集
落
の
誰
か
が
無
償
で
接
客
を
し
て
い
ま

す
。
地
元
住
民
と
し
て
は
見
慣
れ
た
景
色
で

も
、
県
外
か
ら
来
ら
れ
た
観
光
客
は
「
い
い

な
～
。
癒
さ
れ
る
！
」
と
自
然
を
満
喫
し
て

帰
っ
て
行
か
れ
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
や
ブ
ロ

グ
を
見
て
訪
れ
る
方
な
ど
、
新
た
な
人
と
の

交
流
の
輪
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
ま

す
。
た
と
え
山
間
の
過
疎
地
で
も
、
価
値
観

は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
人

と
の
交
流

を
更
に
深

め
て
い
き

な
が
ら
、

過
疎
地
の

活
性
化
を

図
っ
て
行

き
た
い
と

頑
張
っ
て

い
る
と
こ

ろ
で
す
。

町
づ
く
り
は

　
　

芸
術
祭
で

元
魚
町
一
丁
目
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　
委
員
長
　
尾 
崎 
英 

篤

遷
喬
地
区

　
　

雨
滝
自
治
会

国
府
地
区

　

町
内
の
活
性
化
を
目
指
し
て
「
行
燈
」

の
設
置
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
元
魚
町
一

丁
目
芸
術
祭
」
は
七
年
が
経
過
し
、
町
内

の
連
携
と
地
域
の
活
性
化
に
着
実
な
効
果

が
生
ま
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

主
た
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、
町
内

住
民
の
作
品
展
は
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
が

並
び
、
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
東
京
で
活

躍
し
て
い
る
竹
田
姉
妹
の
演
奏
で
道
路
を

埋
め
つ
く
し
た
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
町
内
児
童
の
作
品
展
は
町
の

明
る
い
将
来
を
連
想
さ
せ
、
抹
茶
カ
フ
ェ

で
は
住
民
が
制
作
し
た
和
菓
子
で
お
も
て

な
し
を
し
ま
し
た
。

　

尾
崎
悌
之
助
生
誕
百
周
年
で
は
、
か
って

の
ア
ト
リ
エ
が
公
開
さ
れ
講
演
会
な
ど
の
行

事
を
行
い
ま
し
た
。

　

元
魚
町
二
丁
目
出
身
の
漫
画
家
谷
口
ジ

ロ
ー
の
パ
ネ
ル
展
は
谷
口
ジ
ロ
ー
ロ
ー
ド

の
常
設
を
目
指
し
、
今
後
も
広
報
活
動
を

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
十
月
四
、
五
日
開
催
予
定
の
芸
術

祭
は
新
た
な
催
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
く

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。「
鳥
の
劇
場
」

主
宰
、
中
島
諒
人
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、「
元
魚
町
一
丁
目
商
家
の
歴
史
」

を
テ
ー
マ
に
江
戸
、
明
治
、
大
正
～
昭
和

に
か
け
て
の
商
家
の
激
し
い
変
遷
と
町
が

果
た
し
た
役
割
を
「
寸
劇
・
音
楽
・
写
真
・

イ
ラ
ス
ト
・
効
果
音
」
等
を
使
い
、
懐
か

し
い
元
魚
町
一
丁
目
を
再
現
さ
せ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
元
魚
町
一
丁
目
は
わ
ず
か
二

十
八
世
帯
の
小
さ
な
町
内
で
す
が
、
文
化

芸
術
に
関
心
の
あ
る
住
民
が
多
く
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
活
性
化
、
特
に
子
供
た
ち

が
自
分
た
ち
の
住
む
町
に
誇
り
を
持
ち
、

高
齢
者
に
優
し
く
元
気
に
成
長
で
き
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
国
府
町
で
最
も
東
に
位
置
し
、
村

所
有
の
山
林
は
兵
庫
県
と
の
県
境
ま
で
続

く
。
そ
ん
な
山
間
部
の
標
高
三
百
二
十
メ
ー

ト
ル
の
位
置
に
雨
滝
集
落
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
は
も
ち
ろ
ん
、
人
口
減
少
は
顕
著

で
、
過
疎
化
・
農
地
荒
廃
が
進
み
、
数
年
後

に
は
集
落
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

可
能
性
も
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
三
百
五
十
年
以
上
繁
栄
し
て
き
た
村

を
こ
の
ま
ま
廃
村
に
し
て
い
い
の
か
。
自
然

豊
か
な
素
晴
ら
し
い
環
境
に
、
将
来
子
ど
も

た
ち
孫
た
ち
が
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
環
境
づ

く
り
が
で
き
な
い
も
の
か
。
集
落
に
は
、
日

本
の
滝
百
選
に
選
定
さ
れ
た
誇
る
べ
き
観
光

名
所
「
雨
滝
」
が
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
県

内
外
か
ら
訪
れ
る
数
多
く
の
観
光
客
に
対
し

て
何
と
か
〝
お
も
て
な
し
〟
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。
等
々
、
平
成
二
十
二
年
頃
か

ら
集
落
内
で
危
機
感
を
訴
え
る
意
見
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
雨
滝
駐
車
場
に
休
憩

所
・
案
内
所
・
農
産
物
等
直
売
所
を
兼
ね
た

雨滝「瀧の傘」

お
休
み
処
建
設
で

　
　

村
の
活
性
化
を

　

自
治
会
運
営

　
　
　
　

 

『
瀧
の
傘
』

谷
口
ジ
ロ
ー
作
品

読
書
コ
ー
ナ
ー

竹
田
姉
妹
　
　

　
コ
ン
サ
ー
ト
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平成26年度 先進地研修視察の概要
　平成26年度自治連合会先進地研修視察は、市民が主体的に安全で快適な魅力ある地域のまちづくりや、公
共空間の美化運動及び不法投棄防止のための「ぎふまち育て隊」活動に取り組まれている岐阜県岐阜市を研修
先に選定し、去る６月19日午後２時30分から岐阜市ハートフルスクエアG研修室で開催されれました。
　研修には、鳥取市自治連合会から、渡邊勘治郎会長をはじめ地区会長29名と事務局２名が参加し、岐阜市
自治会連絡協議会からは、松井逸郎会長ほか４名の執行部の方々、岐阜市役所
市民協働推進課から河合直哉副主幹ほか３名の皆さんの出席をいただきました。
　研修会では、両市自治連代表のあいさつ、出席者紹介にはじまり、岐阜市の
「自治会組織の概要」と「まちづくり協議会の組織の現状」について説明を受
けました。自治会連合会50地区のなかで、まちづくり協議会組織はまだ21地
区、自主防災会組織は20地区など、課題もかかえているようでした。
　関心のあった「岐阜市アダプト・プログラム“ぎふまち育て隊”」～「環境
美化に対する市民意識の高揚及び市民・行政の協働による快適な公共空間の創出を図るため、道路、公園、河
川等の公共空間、文化財等まちのシンボルの美化及びその他環境保全のための市民によるボランティア活動を
支援する」～について、参加会長から熱心な質疑が行われ、岐阜市の市街の美しさに改めて認識を深められた
ようでした。「協働のまちづくり」を進めるための９つの“重点推進施策”も説明を受け、鳥取市自治連合会
運営の現状を紹介しながら、活発な質疑応答が交わされ、大変成果のある研修でした。　　　 （文責　泡田）
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取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き

平
成
二
十
六
年
度

◇
平
成
二
十
五
年
度
監
査
会

　
　
　
　
　
　
　

 

（
四
月
二
日
）

◇
第
一
回
正
副
会
長
会
及
び
事
務

局
長
会
議

　

 

（
四
月
十
七
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
事
務
局
担
当
者
会
議

　

 

（
五
月
二
十
三
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
第
二
回
正
副
会
長
会
及
び
事
務

局
長
会
議

　

 

（
五
月
二
十
九
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
平
成
二
十
六
年
度
総
会
及
び
研

修
会

　

 

（
六
月
十
三
日
、
米
子
市
役
所
）

　
◎
総
　
会

　

今
年
度
よ
り
三
市
持
ち
回
り
で

会
長
職
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、

新
会
長
に
米
子
市
自
治
連
合
会
妹

尾
多
紀
一
会
長
、
副
会
長
に
鳥
取

市
自
治
連
合
会
渡
邊
勘
治
郎
会
長

及
び
倉
吉
市
自
治
公
民
館
連
合
会

岡
野
勝
義
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
◎
研
修
会

◦
「
多
様
な
資
金
源
を
活
用
し
た

自
治
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

　
　
（
一
財
）と
っ
と
り
県
民
活
動

　
　
活
性
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

毛
利　
　

葉　

氏

　

四
月
よ
り
、
広
報
委
員
に
一
部
交
代
が
あ
り
、
不
慣
れ
な
中
、

各
方
面
か
ら
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、「
自
治
連
だ
よ
り
第
十
七

号
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

「
自
治
連
だ
よ
り
」
は
、
各
地
区
の
特
色
あ
る
活
動
紹
介
や

自
治
連
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
良
い
地
区
活
動

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、会
員
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、一
緒
に
な
っ

て
自
治
連
が
目
指
す
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
充
実
・
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
広
報
委
員
長　

村
上
）

　

ご
懇
情
に
感
謝
し
つ
つ

　

今
回
の
役
員
改
選
に
伴
い
、

鳥
取
市
自
治
連
合
会
の
代
表
を

辞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
肖
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、

大
過
な
く
任
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
は
、
一
重
に
皆

様
方
の
お
陰
で
あ
り
、
厚
く
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
よ
う
な

複
雑
化
し
た
社
会
に
お
き
ま
し

て
は
、
住
民
自
治
の
力
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
『
や
れ
ば
で
き
る
、
お
前
が

で
き
な
か
っ
た
の
は
、
や
ら
な

か
っ
た
だ
け
だ
』
の
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
さ
ら
な

る
ご
活
躍
に
ご
期
待
申
し
上

げ
、
お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会
　
　
　
　
　
　

前
会
長
　
池
原
範
雄


